
人と自然が織りなす芸術のまち
心豊かで伸びゆく美しいまち
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湧
水
町
に
春
が
来
た
!!
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ゆうすいの話題

　２月２２日（金），鹿児島市周辺の郷土出身者等
で組織される鹿児島湧水会（会長：上別府 満氏）
の総会が，鹿児島市内で総勢約４０名出席のな
か，盛大に開催されました。本町からも町長や副
議長，商工会長等が出席し，町の近況報告を行い，
出席された方々との親睦を深められました。
　また当日は，本町にゆかりのある三味線師範の
藤本秀龍（本名：宮内輝文）氏が特別演奏され，総
会に華を添えていただきました。湧水会は関東，
中部，関西，福岡にも組織されており，今でも故郷
を温かく見守っておられます。

３月５日（火），栗野小学校で５年生児童を
対象としたお茶の入れ方教室が開催されまし
た。茶業振興会の方々から緑茶・ウーロン茶・
紅茶が同じ煎茶からできていることや，お茶
の産地等について説明を受けました。また，子
どもたちは，実際にお茶入れ体験をし，おいし
いお茶を飲むための適切な入れ方を教わりなが
ら，入れたお茶を味わいながら飲んでいました。

２月２８日（木），吉松中学校第１８回卒業
同窓会の皆さんから学校図書の購入に役立てて
もらいたいとご寄附をいただきました。同窓生
は２４７名おり，卒業以来，毎年同窓会を開催
されていましたが，今年古希を迎えるのを区切
りとし同窓会を解散されたとのです。皆さんか
らは還暦の際に餅勧進を行った際にもご寄附を
いただいています。

ご寄附は大切に使わせていただきます。心よ
り感謝申し上げます。

３月５日（火），本町とえびの市にまたがる
陸上自衛隊霧島演習場の野焼きがえびの・都
城・国分駐屯地隊員と町消防団合わせて約 700
名が参加して実施されました。この野焼きは，
演習場の広大な敷地を適切に管理（害虫駆除・
野火防止等）するため，毎年行われています。
野焼きを安全に行うため、部隊を指揮する指令
（隊員）が無線連絡を取り合いながら消火用の
ジェットシューターや着火器具を装備した各隊
員を的確に配置していました。

「鹿児島湧水会」ふるさとの話題で盛り上がる

お茶を飲んで病気を予防

吉松中学校卒業生が母校へ寄附

春の訪れ「霧島演習場野焼き」
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　３月１１日（月），防災意識を高める祈りの日と
して，第８回「ストリートピアノでつなぐ祈りの
ハーモニー」が，全国９道県２０ヶ所共同で開催
されました。
　JR栗野駅において開催されたセレモニーで
は，日本防災士会の吉水康夫さん（幸田地区在住）
による防災ミニ講話があり，当時の地震や津波の
被害状況などを解説されました。また，東日本大
震災が発生した午後2時４６分には被災地の方角
を向いて黙とうが行われた後，復興支援ソング

「花は咲く」などを全員で合唱し，心と歌声で被災
地へ祈りを捧げました。

３月２８日（木），宮崎県小林市に本社を置く九
州北清 ( 株 ) 代表取締役社長久永彰博氏が湧水町役
場栗野庁舎を来庁され，子育て支援事業のために
役立てていただきたいとして本町へ寄附をされま
した。

ご意向に沿って，大切に活用させていただきま
す。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2212）

東日本大震災追悼セレモニーを開催九州北清株式会社様より
ご寄附を頂きました

ゆうすいTOPICS

 ３月１８日（月）に本町と鹿児島刑務所（所長：西﨑則昭氏）は，災害発生時における相互協
力に関する協定を締結しました。
　今回の協定内容は，災害発生時に，相互が協力し必要な対応を円滑に遂行するために，次の
2項目について協力要請を行い，鹿児島刑務所が所有する施設の提供されることで合意しまし
た。
　・本町が避難場所等で使用する場合
　・本町が防災関係の活動拠点で使用する場合
　本協定で，災害時における緊急的な避難場所や防災活動共拠点を確保することで，迅速な災
害対応が図られることが期待されます。

鹿児島刑務所と災害協力協定を締結
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”
人
“
輝
く
「
ふ
る
さ
と
湧
水
」
の
創
造 

～
と
も
に
学
び
　
活
か
す
　
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

第
　
回
湧
水
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

町
民
の
こ
れ
ま
で
の
自
主
的
で
継
続
し
た
生
涯

学
習
活
動
の
成
果
を
も
と
に
、
共
に
学
び
あ

い
、
広
め
あ
い
な
が
ら
、
心
豊
か
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
と
潤
い
に
満
ち
た
活
力
あ
る
人
づ

く
り
や
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
に
、

３
月
３
日
（
日
）
に
第
14
回
湧
水
町
生
涯
学
習

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
公
民
館
講
座
オ
カ
リ
ナ
教

室
生
に
よ
る
軽
や
か
な
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化
財
保
護
な
ど

の
様
々
な
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
、
各
種
競

技
に
お
い
て
全
国
大
会
等
に
出
場
さ
れ
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
青
少
年
団
体
・
個
人
に

対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種

競
技
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
方
々
の
伝
達
表
彰
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
団
体
や
個
人
に
よ
る
生
涯
学
習
活

動
発
表
で
は
、
公
民
館
学
級「
古
布
創
作
教
室
」

の
方
々
が
制
作
し
た
作
品
を
学
級
生
７
名
が
、

身
に
つ
け
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、
高
齢

化
率
が
40
％
を
大
幅
に
超
え
る
集
落
で
あ
る
長

谷
地
区
の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
、
公
民
館
副

館
長
の
栫
重
明
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
発
表

と
な
り
ま
し
た
。

　

栗
野
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
る
日
本
一
周
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
、
始
業
前
の
時
間
を
使
っ
て
校
庭
を

走
っ
た
距
離
を
積
み
上
げ
、
１
１
４
日
間
で
茨

城
県
日
立
市
ま
で
到
達
。
そ
こ
で
、
実
際
に
日

立
市
の
学
校
を
訪
問
し
、
互
い
の
学
校
の
特
色

あ
る
活
動
を
紹
介
し
あ
う
な
ど
の
交
流
を
始
め

た
と
い
う
県
下
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
に
つ
い

て
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
福
重
智
寬
さ

ん
、
ひ
と
み
さ
ん
夫
妻
の
活
動
発
表
で
は
、
湧

水
の
地
の
利
を
活
か
し
、
こ
だ
わ
っ
た
養
鶏
で

生
計
を
支
え
て
い
る
こ
と
や
協
力
隊
と
し
て
の

活
動
内
容
を
紹
介
さ
れ
、
新
し
い
切
り
口
で
湧

水
町
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
日
々
奮
闘
さ
れ

て
い
る
活
動
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
特
別
講
演
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

「
二
見
い
す
ず
の
土
曜
の
朝
は
」
で
お
な
じ
み

の
二
見
い
す
ず
さ
ん
を
講
師
に
、
「
花
に
水　

人
に
言
葉
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
、
人
を
思
い
や

る
言
葉
が
人
を
動

か
し
、
勇
気
を
与

え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
ご
自
身
の

経
験
を
交
え
な
が

ら
し
な
や
か
な
語

り
口
で
語
っ
て
い

た
だ
き
、
改
め
て

言
葉
の
大
切
さ
に

気
付
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

地域おこし協力隊による活動
発表

オカリナ教室（マロリナ）による演奏

長谷地区副公民館長
栫重明さんによる活動発表

古布創作教室による活動発表 栗野中3年植林さん・東上床
さんによる青少年活動発表

二見いすずさんの講演状況

14
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●
一
般
表
彰
個
人
の
部

【
文
化
財
保
護
活
動
部
門
】

　
・
古
川　
重
郎　
　
（
鶴
丸
地
区
）

【
湧
水
町
豊
祭
相
撲
大
会
部
門
】

　
・
田
中　
茂　
　
　
（
東
中
下
場
地
区
）

　
・
仮
屋　
重
美　
　
（
米
永
地
区
）

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

　
・
徳
澄　
り
か　
　
（
西
下
場
地
区
）

【
高
齢
者
活
動
部
門
】

　
・
佐
别
當　
カ
ズ
エ
（
長
谷
地
区
）

　
・
上
水
流　
豊
子　
（
長
谷
場
地
区
）

　
・
老
谷　
久
子　
　
（
老
竹
地
区
）

　
・
原　
和
子　
　
（
中
津
川
地
区
）

　
・
宮
田　
憲
治　
　
（
川
添
地
区
）

　
・
松
下　
勝
美　
　
（
東
中
下
場
地
区
）

【
交
通
安
全
活
動
表
彰
部
門
】

　
・
鈴
木　
義
英　
　
（
中
津
川
地
区
）

●
青
少
年
表
彰
部
門
　
【
団
体
の
部
】

　
・
吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
・
栗
野
中
学
校
剣
道
部

●
青
少
年
表
彰
部
門
　
【
個
人
の
部
】

　
・
吉
村　
智
希　
　
（
吉
松
幼
稚
園
）

　
・
桑
鶴　
紅
里　
　
（
吉
松
幼
稚
園
）

第
38
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
出
場

　
・
中
水
流　
快
晴　
（
栗
野
小
４
年
）

　
・
立
野　
駿
介　
　
（
栗
野
小
４
年
）

　
・
中
水
流　
春
矢　
（
栗
野
小
６
年
）

　
・
福
田　
航
聖　
　
（
栗
野
小
６
年
）

第
18
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

第
５
回
全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

　
・
野
口　
太
雅　
　
（
吉
松
小
３
年
）

　
・
柿
木　
史
翔　
　
（
吉
松
小
５
年
）

第
５
回
全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

　
・
野
口　
藍
加　
　
（
吉
松
小
５
年
）

九
州
カ
ヌ
ー
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
出
場

　
・
竹
野　
い
さ
な　
（
栗
野
中
１
年
）

九
州
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・
菱
刈　
嵩
琉　
　
（
吉
松
中
１
年
）

第
34
回
日
本
少
年
野
球
九
州
大
会
出
場

　
・
下
脇
田　
颯
太　
（
吉
松
中
１
年
）

　
・
丸
山　
流
星　
　
（
栗
野
中
１
年
）

　
・
福
寿　
大
智　
　
（
栗
野
中
２
年
）

　
・
今
田　
旭
太
朗　
（
栗
野
中
２
年
）

　
・
冨
山　
響　
　
　
（
栗
野
中
２
年
）

　
・
南　
　
侑
杏　
　
（
吉
松
中
２
年
）

第
27
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・
川
島　
空
来 　

 

（
栗
野
中
３
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
32
回
全

国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・
古
川　
琴
美　
　
（
吉
松
中
３
年
）

平
成
30
年
度
九
州
地
区
総
体
（
剣
道
競
技
）

女
子
個
人
戦
出
場

　
・
二
渡　
舞
琴　
　
（
吉
松
中
３
年
） 

九
州
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・
村
口　
未
祐
（
神
村
学
園
中
等
部
１
年
）

第
38
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会
出
場

　
・
老
谷  

木
里（
鹿
児
島
第
1
高
校
１
年
） 

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・
川
島　
芽
依
（
鹿
児
島
南
高
校
２
年
）

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
剣
道
競
技
大
会
出
場

第
35
回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場

　
・
有
田　
澄　
（
樟
南
高
校
２
年
）

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
出
場

　
・
田
中　
皓
盛
（
鹿
児
島
工
業
高
校
３
年
）

第
35
回
九
州
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
出
場

　
・
鶴
永　
昂
士
（
加
治
木
工
業
高
校
２
年
）

九
州
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
出
場

　
・
久
美
田
聖
菜
（
錦
江
湾
高
校
２
年
）

第
20
回
全
国
水
産
・
海
洋
高
校
カ
ッ
タ
ー

レ
ー
ス
大
会
出
場

　
・
北
原　
勇
樹
（
鹿
児
島
水
産
高
校
２
年
）

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
出
場

　
・
中
城　
佑
太
（
加
治
木
工
業
高
校
３
年
）

ラ
グ
ビ
ー
国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場

（
鹿
児
島
県
選
抜
）

　
・
松
川　
大
空
（
加
治
木
工
業
高
校
３
年
）

九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場

　
・
久
美
田
詩
織
（
錦
江
湾
高
校
３
年
）

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
大
会
出
場

第
71
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
出
場

　
・
宮
本　
光　
（
鹿
児
島
純
心
女
子
高
校
３
年
）

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
部
門

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
陸
上
競
技　
走
高
跳
）
出
場

第
１
０
２
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
出
場

　
・
上
別
府　
剛
志
（
九
州
共
立
大
学
３
年
）

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競

技
大
会
出
場

　
・
川
井
田　
翼　
（
停
車
場
地
区
）

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
大
会
出
場

　
・
髙
妻　
梨
帆　
（
轟
地
区
）

●
表
彰
伝
達

平
成
30
年
度
姶
良
・
伊
佐
地
区
社
会
教
育
振

興
会
表
彰
（
芸
術
文
化
活
動
）

　
・
市
来　
隼
人　
（
上
場
地
区
）

九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

　
・
上
原　
士
郎　
（
西
下
場
地
区
）

平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
図
書
館
大
会
優
良
読

書
グ
ル
ー
プ
表
彰

　
・
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
と
ま
と
」

表彰を受ける古川重郎さん

表彰を受ける古川琴美さん

教
育
委
員
会
表
彰

（
敬
称
略
）

表彰を受けた𠮷村智希さんが描いた作品は，
フランスのルーブル美術館に展示されます
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（
敬
称
略
）

　
　

〇
期
日
：
３
月
３
日

　
　

〇
場
所
：
国
分
総
合
プ
ー
ル 

▼
女
子
小
学
４
年
以
下　

　

第
２
位　

１
０
０
ｍ
自
由
形

　

第
３
位　

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　

植
林　

里
帆
（
轟
小
３
年
）

▼
男
子
小
学
４
年
以
下　

　

第
１
位　

50
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　

50
ｍ
背
泳
ぎ

　
　
　
　

下
戸　

良
佑
（
轟
小
４
年
）

▼
男
子
小
学
５
・
６
年
生　

　

第
１
位　

50
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　

50
ｍ
背
泳
ぎ
（
大
会
新
）

　

第
２
位　

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　

下
戸　

悠
太
郎
（
轟
小
６
年
）

　
　

〇
期
日
：
３
月
３
日

　
　

〇
場
所
：
牧
園
ア
リ
ー
ナ

　

第
２
位　

　
　

よ
し
ま
つ
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

〇
期
日
：
３
月
９
・
１
０
日

　
　

〇
場
所
：
都
城
市

　

ベ
ス
ト
８　

神
村
学
園
中
等
部

　
　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　
　
　
　

　

一
年　

村
口　

未
祐
（
下
川
西
地
区
）

第
８
回
春
季
姶
良
地
区
少
年

ス
ポ
ー
ツ
水
泳
大
会

第
26
回
鹿
児
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
新
人
大
会
（
混
合
）

第
２
９
回
全
九
州
中
学
生
選
抜

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

三日月池ノハナショウブの保護と管理について お知らせ
＆

お願い
長谷地区三日月池に生息するノハナショウブは，
自生南限地にあたり昭和 13年に国の指定天然記念
物に指定されていますが，ノハナショウブを取り巻
く環境の変化などから，花の株数が年々減少してい
る傾向にあります。
現在，町教育委員会では，その対策を講じるため，
専門家に依頼して池の植生状況の調査を行っていま
す。また，今後の管理についても，文化庁の許可を
得て，県文化財課の指導を受けながら，花の生育に
影響を与える雑草等の除去作業を行っていくことに
なります。
ノハナショウブは 5月下旬から 6月中旬にかけて
開花しますので，気持ちよく鑑賞できるように環境
整備を図る必要がありますが，現在このようなこと
から，自生地に手を加えることを制限されています。
また，三日月池周辺には記念樹をはじめとする桜
の木が植栽されていますが，指定区域内にある桜の
木は大きく成長し，ノハナショウブの生育に影響を
及ぼしていることが判明しましたので，今後伐採す
る予定です。本町の町花であるノハナショウブを保
護するため，町民皆様の御理解をお願いいたします。

（生涯学習課）



町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
２
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
第
２
回
湧
水
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
今
後
４
年
間
の
政
治
姿
勢

と
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

所
信
表
明
の
内
容
を
基
本
に
、
こ
れ
ま

で
政
策
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
就
任
の
２
年
間
で
、
議

会
や
住
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
、
公
約
実
現
に
邁

進
し
、
あ
る
程
度
の
事
業
展
開
や
事
業

の
見
直
し
、
組
織
機
構
の
再
編
等
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
僭
越
な
が
ら
振

り
返
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
最
も
懸
案

事
項
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
傾
向
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、合
併
時
の
人
口
約
１
万
２
千
人
が
、

14
年
目
の
現
在
で
は
９
千
３
百
人
ほ
ど

に
な
っ
て
お
り
、
年
間
の
人
口
減
数
が

平
均
２
０
０
人
程
度
と
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
の
な
い
状
況
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
若
者
の
町
外
流
失
が
顕
著
な

状
況
で
あ
り
、
そ
の
事
態
に
よ
り
働
き

手
が
減
る
な
ど
労
働
力
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
方
財
政

は
厳
し
く
な
り
、
一
方
で
社
会
保
障
は

増
え
続
け
、
道
路
や
橋
梁
、
上
水
道
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
本
町
の
文

化
や
伝
統
行
事
等
の
継
承
や
各
組
織
や

団
体
で
の
担
い
手
不
足
関
係
に
つ
い
て

も
危
惧
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
２
０
４
０
年
に
65

歳
以
上
の
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
特

に
20
歳
か
ら
39
歳
の
若
年
女
性
が
半
数

以
下
に
減
少
す
る
自
治
体
が
約
半
数
に

の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
上

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に
直
面
す

る
と
の
危
機
感
を
明
確
に
示
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
事
業
の

内
容
を
十
分
精
査
検
討
し
な
が
ら
、
課

題
解
決
に
向
け
て
企
業
誘
致
や
移
住
定

住
を
含
め
、
現
事
業
の
積
極
的
な
推
進

や
新
た
な
施
策
を
模
索
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
１
昨
年
度
は
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
本
町
の
和
牛
が
全
国
１
席
に

輝
き
、
本
町
畜
産
業
を
は
じ
め
、
一
次

産
業
の
繁
栄
が
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
と

期
待
し
て
い
た
最
中
、
昨
年
、
２
５
０

年
ぶ
り
の
硫
黄
山
噴
火
に
よ
り
、
水
稲

栽
培
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
農
家
を

は
じ
め
、
土
地
改
良
区
や
関
係
す
る
皆

様
に
は
、
そ
の
時
々
で
苦
渋
の
選
択
を

い
た
だ
き
、
大
変
な
ご
苦
労
を
強
い
ら

れ
た
事
態
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。昨

年
耕
作
で
き
な
か
っ
た
ほ
と
ん
ど

の
水
田
で
、
今
年
も
同
じ
よ
う
な
状
況

に
な
る
も
の
と
察
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
国
・
県
の
支
援
を
強
力
に
要
請
し

な
が
ら
、
町
行
政
と
し
て
も
営
農
意
欲

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
支
援
対
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
そ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い

て
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
昨
年
は
町
内

外
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
皆
様
に

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
た
ご

支
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
さ
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
農
家
や
、
関
係
す
る
皆
様
の
支
援

事
業
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

災
害
関
係
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に

想
像
を
超
え
た
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

昨
今
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
も
、
大
地
震
や
豪
雨
災
害
で
多

く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
危
険
性
が
疑
わ

れ
る
個
所
が
点
在
し
て
い
る
状
況
に
あ

平
成
31
年
度
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る
と
思
わ
れ
、
昨
年
は
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
き
、
県
事
業
に
よ
り
、
本
町

の
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と
し
て
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
地
域
と
そ
れ
に
準

ず
る
地
域
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
そ
の
内
容
を
基
に
、
新
た
な

災
害
避
難
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　

様
々
な
災
害
に
対
し
、
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
議
会
と
住
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
併
せ
て
湧
水

町
防
災
会
議
で
の
決
定
事
項
を
遵
守
し

な
が
ら
、
防
災
に
関
わ
る
専
門
職
を
配

置
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
関
係
を
主
な
内
容
と
し

て
、
自
主
財
源
は
増
額
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
地
方
交
付
税
の
減

額
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

合
併
し
た
自
治
体
に
交
付
さ
れ
た
優

遇
措
置
が
10
年
間
で
終
了
し
た
時
点
か

ら
、
毎
年
２
億
円
か
ら
３
億
円
の
規
模

で
交
付
税
が
削
減
さ
れ
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
お
い
て
は
、
合
併
当
初
よ
り

９
億
円
ほ
ど
の
削
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

今
後
も
人
口
減
少
に
よ
る
算
定
も
重

な
り
、
さ
ら
な
る
減
額
が
想
定
さ
れ
、

一
般
会
計
60
数
億
円
規
模
の
本
町
と
し

て
は
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
現
状

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
限
り
あ
る
財
源
の

有
効
活
用
対
策
に
真
摯
な
姿
勢
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
対
策
の
１
案
と
し
て
、
昨
年
は

９
項
目
に
分
類
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

全
職
員
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム
に
配
置

さ
せ
、
財
源
の
課
題
や
活
力
み
な
ぎ
る

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
向
け
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
導
き

出
さ
れ
た
中
で
効
果
が
期
待
で
き
る
案

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
事
業
と
し
て
議

会
や
各
機
関
の
皆
様
に
提
案
を
お
願
い

す
る
機
会
も
多
々
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
行
政
経
費
の
削
減
も

様
々
な
分
野
で
検
討
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
組
織
が
多
い
こ
と
は
業
務
の

効
率
化
や
横
の
連
携
が
取
り
に
く
く
、

速
や
か
な
機
動
力
を
発
揮
し
に
く
い
課

題
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
職
員

定
数
も
考
慮
し
、
課
の
再
編
に
着
手
い

た
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
ご
意

見
や
、
町
議
会
の
可
決
も
い
た
だ
き
、

早
速
、
新
年
度
か
ら
、
現
在
の
19
課
を

15
課
に
集
約
い
た
し
ま
す
が
、
新
た
な

行
政
課
題
や
行
政
需
要
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
面
で
の
活
性
化
対
策
も
重
要
案

件
で
あ
り
ま
す
。
湧
水
町
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
、
轟
地
区
二

渡
自
治
会
主
催
の
「
星
の
さ
ん
ぽ
道
」

が
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
幕
し
ま
し
た
。

35
年
間
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
や
地
域
の
皆
様
に
は
、

こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
体
験
や

知
識
を
湧
水
町
の
各
イ
ベ
ン
ト
等
の
活

性
化
に
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
各
項
目
・
各
分
野
別
で

説
明
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
は
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ

に
よ
る
増
収
分
を
、
社
会
保
障
の
充
実

か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
充

て
る
こ
と
と
し
、
平
成
31
年
度
は
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金
（
仮
称
）

と
し
て
地
方
負
担
分
の
全
額
を
交
付
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

の
動
向
に
注
視
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
方
創

生
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
生
に
係
る
一
部
負
担
金

の
無
償
化
や
子
育
て
世
帯
児
童
支
援
事

業
に
よ
る
高
校
生
の
通
学
・
就
学
支
援

と
し
て
補
助
金
の
増
額
を
行
い
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
制
度
の
検
証
を
行
い
な

が
ら
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

廃
園
と
な
っ
た
栗
野
幼
稚
園
跡
地
に

つ
い
て
は
、
栗
野
小
学
校
の
児
童
を
対

象
と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て

整
備
し
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
施
設

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

広報 ゆうすい　8



ま
た
、
鹿
児
島
県
立
出
水
養
護
学
校

に
通
わ
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
皆

様
か
ら
通
学
バ
ス
に
関
す
る
改
善
要
望

が
な
さ
れ
、
現
在
、
県
教
育
委
員
会
へ

通
学
時
間
短
縮
の
要
望
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
た
な
養
護
学
校
設

置
に
つ
い
て
、
県
北
の
本
町
栗
野
工
業

高
校
跡
地
に
誘
致
が
で
き
な
い
か
引
き

続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
本
町
独
自
の
施
策
と
し

て
行
っ
て
い
る
新
生
児
聴
覚
検
査
及
び

定
期
的
な
子
育
て
相
談
事
業
に
加
え
、

乳
幼
児
の
急
性
胃
腸
炎
の
予
防
と
し
て

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
庫
事
業
を
活
用
し
た
妊
産

婦
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
産

後
う
つ
の
予
防
等
を
図
る
た
め
の
産
婦

健
康
診
査
費
助
成
、
風
し
ん
の
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
の
抗
体
検
査
及
び

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

乳
幼
児
や
小
学
生
等
の
児
童
の
い
る

子
育
て
中
の
世
帯
を
対
象
と
し
た
子
ど

も
の
預
か
り
援
助
や
送
迎
を
行
う
子
育

て
援
助
活
動
支
援
事
業（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
）
も
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
社
会
福

祉
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
吉
松
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
施
設
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
、
湧
水
町
移
住
・
定
住
促
進

の
た
め
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
物
件
の
情
報
や
、
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ

る
移
住
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
移
住
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
移
住
・
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
な
が
ら
都
市
部
で
の
広
報
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

移
住
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
の
た
め

に
、
お
試
し
住
宅
の
整
備
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

な
が
ら
、
移
住
者
の
増
加
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
姶
良
伊
佐
地
区
及
び
え
び
の

市
・
小
林
市
の
高
校
に
湧
水
町
企
業
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
い
た
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
内
容
と
紹
介
企
業
の
充

実
を
図
り
、
高
校
の
進
路
指
導
の
先
生

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
若
者
の
定
住

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

本
町
の
教
育
行
政
は
、「
共
に
磨
き

あ
い　

明
日
に
輝
く　

心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
人
づ
く
り
」を
基
本
目
標
と
し
、

「
明
・
温
・
厳
の
教
育
」
の
方
針
の
下
、

小
・
中
学
校
で
は
様
々
な
教
育
活
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

そ
の
中
で
は
、
確
か
な
学
力
の
定
着

を
は
じ
め
、心
の
教
育
の
充
実
や
食
育
、

健
康
教
育
の
推
進
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
作

文
や
音
楽
、
美
術
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
で
の
児
童
生
徒
の
活
躍
は
目
覚
ま
し

く
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る

状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
学
力
向
上
に
関
し
て
は
、
本

県
で
実
施
し
て
い
る
「
学
習
定
着
度
調

査
」
に
お
い
て
、
毎
年
、
小
学
５
年
生

に
確
か
な
定
着
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
結
果

で
は
、
全
国
と
の
差
は
縮
め
て
い
ま
す

が
、
特
に
中
学
生
は
依
然
と
し
て
差
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
学
力
に

関
し
て
は
点
数
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
各
教
科
の
学
力
の
底
上
げ
は

喫
緊
の
課
題
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
、
教
育
委
員
会
と
協

議
し
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
英
語
・
漢
字
検
定
」
受

験
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
各
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援

の
一
環
に
も
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。次

に
、
各
小
中
学
校
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
全
校
、
概
ね
一
定
の
整
備

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年

の
猛
暑
の
影
響
を
踏
ま
え
、
今
回
、
幼
・

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
等
に
空
調
機

を
設
置
し
、
安
全
な
学
習
環
境
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
関
係
で
は
米
飯
給

食
を
１
回
増
や
し
週
４
回
と
し
、
地
産

地
消
の
拡
大
と
塩
分
摂
取
量
の
減
少
を

め
ざ
し
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
し
て

は
、
島
津
義
弘
公
没
後
四
百
年
関
連
事

業
の
実
施
や
大
会
出
場
等
へ
の
支
援
な

ど
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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今
後
と
も
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議

を
深
め
な
が
ら
、
町
長
部
局
に
求
め
ら

れ
る
対
応
策
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

検
討
し
、
教
育
行
政
と
の
連
携
・
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

農
林
業
に
つ
い
て

国
内
の
１
次
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

を
見
ま
す
と
、
昨
年
12
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

が
、
本
年
２
月
に
日
・
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携

協
定
が
発
効
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
農

産
物
の
輸
出
や
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
の
先

端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

展
開
な
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

中
山
間
地
農
業
を
展
開
す
る
本
町
に
お

い
て
は
、
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
な
ど

地
域
農
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
展
開

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
２
５
０
年
ぶ
り
と
言
わ
れ

る
硫
黄
山
噴
火
に
伴
い
川
内
川
か
ら
の

取
水
中
止
を
受
け
、
約
１
４
０
ha
に
影

響
が
で
ま
し
た
。

吉
松
、
栗
野
両
土
地
改
良
区
に
お
い

て
は
、
平
成
31
年
度
も
、
引
き
続
き
川

内
川
か
ら
取
水
を
し
な
い
こ
と
を
決
定

し
、
関
係
農
家
は
小
川
、
湧
水
を
利
用

し
水
稲
を
可
能
な
限
り
作
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
以
外
は
転
作
に
よ
る
所
得
確

保
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。本

町
と
し
ま
し
て
も
、
暗
渠
排
水
事

業
や
代
替
水
源
の
確
保
な
ど
と
と
も

に
、
か
ご
し
ま
湧
水
米
の
Ｐ
Ｒ
や
風
評

被
害
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

園
芸
振
興
は
、
引
き
続
き
金
山
ネ
ギ

を
中
心
に
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
キ
ャ
ベ
ツ
等

の
生
産
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

ア
ー
モ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
農
家
の

方
々
に
よ
る
栽
培
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。

遊
休
農
地
の
解
消
と
果
実
の
生
産
量

拡
大
の
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
苗

木
購
入
に
対
し
補
助
を
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
販
路
開
拓
や
加
工
品
の
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
業
後
継
者
育
成
な
ど
担
い
手
の
確

保
対
策
は
、
引
き
続
き
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
支
援
い
た
し
ま
す
。

中
山
間
総
合
整
備
事
業
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
次
期
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
引
き
続
き
農
業
基
盤
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

農
地
の
担
い
手
へ
の
集
積
を
推
進
す

る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
は
農
業

委
員
会
へ
事
務
委
任
し
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
集
積
率
向
上
を
図
り
ま

す
。地

産
地
消
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
新
規
作
物
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
創

設
し
ま
す
。

営
農
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門

職
員
を
採
用
し
園
芸
振
興
や
経
営
安
定

を
は
じ
め
、
農
家
に
寄
り
添
っ
た
指
導

を
展
開
い
た
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

基
金
設
置
は
７
月
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
事
業
は
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
の
実
施
に
む
け
た
準
備
経
費

や
、
侵
入
竹
の
防
除
を
図
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
地
球
環
境
保
全
や
森
林
の
も

つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
間
伐

や
再
造
林
を
推
進
し
ま
す
。

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
九
州

連
合
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
、
来
年

度
は
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
宮

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
品

牛
の
育
成
に
向
け
支
援
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ン
チ
ク
の
関
連
会
社
で
あ

る
藤
嶺
牧
場
が
中
津
川
地
区
に
立
地
す

る
た
め
、そ
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

地
方
行
政
の
中
で
も
特
に
重
要
項
目

で
あ
り
ま
す
福
祉
行
政
の
充
実
は
、
子

育
て
支
援
や
障
害
者
支
援
に
加
え
、
高

齢
者
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
で

き
る
よ
う
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉

が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
体
制
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
生
活
支
援
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
よ
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
に
対
す
る
支
援
や
、
事
業
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
高
齢
者
訪
問
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事

業
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
に
よ
る
交
流
の
た
め
の
環
境
整

備
な
ど
、
関
係
機
関
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

医
療
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来

を
見
据
え
た
地
域
医
療
構
想
を
具
体
化
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す
る
た
め
、
医
療
機
関
と
行
政
の
間
で

協
議
調
整
が
継
続
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

本
町
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
住
民

の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
今
後
も
町
内

の
医
療
機
関
の
先
生
方
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
方
向
性
を
定
め
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
の
方
々
へ
も
引
き
続
き
各

種
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
本
町
で
自

立
し
、
快
適
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
、

ま
た
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
を
共
有
し
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
何

事
に
も
楽
し
く
参
加
で
き
る
社
会
の
確

立
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
運
行
形
態
と
し
て
デ
マ

ン
ド
方
式
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
、
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
や
定

期
券
を
利
用
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
等
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
運

行
方
式
も
考
慮
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

昨
年
、
え
び
の
市
に
本
社
の
あ
る
昭

南
ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
と
立
地
協

定
を
締
結
し
、
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
た

吉
松
地
域
の
株
式
会
社
ダ
ッ
ド
の
建
物

に
工
場
を
新
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
就
業

の
場
の
創
設
、
地
域
経
済
の
浮
揚
発
展

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
内
に
あ
る
工
場
等
跡
地
の
敷
地
や

施
設
を
活
用
し
て
進
出
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
の
誘
致
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
・
観
光
行
政
に
つ

い
て商

工
業
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
・
地

方
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
低
所
得

者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
し
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を

喚
起
・
下
支
え
す
る
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行
し
、
子
育
て
世
帯
に

支
援
を
行
い
、
商
工
業
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
屋
台
村
事
業
の
継
続
的
支

援
を
行
う
こ
と
で
交
流
人
口
の
増
加
と

と
も
に
消
費
を
喚
起
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
寄
附
額
が
倍
増
し
た
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
還

元
率
の
競
争
等
に
よ
り
制
度
が
一
部
改

正
さ
れ
、
寄
附
金
が
減
少
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
選
定
と
広
報
の
拡
充
に
よ
り
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
確
保
を
行
い
、
商

工
業
者
の
活
性
化
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。年

々
増
加
す
る
消
費
生
活
全
般
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
に
対
し
て
は
、
専
門

の
相
談
員
を
配
置
し
、消
費
者
問
題
や
、

特
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
り

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
交
流
人
口
拡
大

の
た
め
、
桜
の
開
花
時
期
や
栗
野
岳
の

新
緑
時
期
に
自
然
を
生
か
し
た
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
新
た
に
関
係
機
関
（
Ｊ
Ｒ
）

と
協
働
で
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
た
高
原

フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
は
、
全
国
か
ら

ト
ッ
プ
カ
ー
バ
ー
を
お
招
き
し
て
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
を
開
催
し
、

芸
術
の
あ
る
町
と
し
て
の
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
協
会
等
の
団
体
が
実
施
す
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
（
名
水
丸
池
感
謝
の

夕
べ
、
ホ
タ
ル
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
植

物
観
賞
）
等
に
も
、
引
き
続
き
支
援
を

行
い
、
交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
こ
れ
に
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
、
昨
年
、
県
振
興
推
進
事
業
で

整
備
し
た
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
！
湧
水

町
魅
力
発
信
事
業
」
を
継
続
し
、
本
町

が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
素
材
の

点
を
結
ぶ
こ
と
で
、
本
町
の
滞
在
時
間

を
確
保
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
新
た
な
観
光
地
づ
く
り
と
し

て
、
熊
野
水
源
周
辺
の
観
光
整
備
に
取

り
組
む
た
め
、
必
要
な
調
査
を
行
い
ま

す
。町

が
用
地
購
入
い
た
し
ま
し
た
栗
野

岳
周
辺
の
観
光
地
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
の
事
業
に
よ
る
八
幡
大
地
獄
の

遊
歩
道
整
備
と
栗
野
岳
温
泉
か
ら
ア
ー

ト
の
森
ま
で
の
道
路
整
備
も
始
ま
り
ま

す
。今

後
、
観
光
施
設
の
拠
点
の
ひ
と
つ

と
し
て
整
備
が
進
め
ば
、
町
内
で
の
回

遊
性
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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な
お
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
丘
の
整
備
を

年
次
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
駐
車
場
の
整
備
、

ト
イ
レ
の
建
設
な
ど
交
流
人
口
の
増
加

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

魅
力
あ
る
素
材
を
活
か
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
や
食
材
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
、
本
町
の
特
産
品
や
観
光
素
材
の

情
報
発
信
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
第
一
期
生
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
、
定
住
へ
向
け
て
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
を
検
証
し
、
事
業
の

継
続
化
を
検
討
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、

肥
薩
線
及
び
吉
都
線
の
列
車
が
減
便
さ

れ
て
お
り
、
高
校
生
の
通
学
や
本
町
へ

の
観
光
客
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
ま
す
が
、
減
便
の
復
活
を
目
指
し

て
沿
線
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ
て
利
用

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
肥
薩
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
単
独
の
利
用
者
助
成
制
度
を
設
け
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
繋
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

下
場
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
計
画
の
変
更
を
行
い
、
国
庫

補
助
金
等
を
基
本
に
引
き
続
き
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
方
々
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
出
来
る
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
道
、
橋
梁
、
農
道
、
林
道
等
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
道
路
等
ス
ト
ッ
ク
点

検
結
果
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
過
疎
計

画
や
む
ら
づ
く
り
実
践
方
策
等
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、

利
便
性
と
生
産
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。県

道
１
０
２
号
線
、
県
道
１
０
３
号

線
、
県
道
４
４
３
号
線
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

そ
の
他
、
防
衛
事
業
、
社
会
資
本
整

備
事
業
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
、国
、

県
、
町
の
財
政
状
況
を
調
整
し
な
が
ら

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
い
て

現
在
使
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
う
ち
、
吉
松
地
域
の
機
器
が
ア
ナ
ロ

グ
式
防
災
行
政
無
線
で
あ
り
、
平
成
31

年
12
月
１
日
以
降
は
、
旧
規
格
で
の
再

免
許
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
吉
松
地
域
の
防
災
行
政
無
線
機
器

関
係
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

栗
野
地
域
の
防
災
行
政
無
線
は
デ
ジ

タ
ル
化
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
機
器

導
入
か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
内
全
域
の
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
更
新
を
計
画
し
、

本
年
度
、
実
施
設
計
委
託
を
行
い
、
防

災
行
政
無
線
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
大
分
県
中
津
市
の

土
砂
災
害
や
中
国
地
方
に
お
い
て
豪
雨

災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が

奪
わ
れ
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
さ
せ
ら
れ
た
事
実
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
か
ら

18
年
と
続
い
た
水
害
を
基
に
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
年
次

的
に
ソ
フ
ト
事
業
や
ハ
ー
ド
事
業
の
対

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
施

設
能
力
を
上
回
る
事
象
が
発
生
す
る

中
、
本
町
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
安
全

対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
防

災
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
防
災

管
理
官
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
水
害

関
係
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
や
関

係
機
関
へ
の
要
望
活
動
と
と
も
に
、
準

用
河
川
の
整
備
や
災
害
用
備
蓄
用
品
の

確
保
、
住
民
避
難
に
関
す
る
適
切
な
情

報
提
供
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

等
、
本
町
独
自
の
災
害
対
策
を
講
じ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
県
に
お
い
て
、
本
町
に
お
け

る
土
砂
災
害
計
画
区
域
及
び
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
の
指
定
が
行
わ
れ
た
事

等
を
踏
ま
え
、
災
害
避
難
場
所
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
、
総
合
的
に
検
討
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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か
ご
し
ま
国
体
に
つ
い
て

本
年
度
は
、
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
轟
の
瀬
カ
ヌ
ー
特
設
会
場
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

現
在
、
川
内
川
河
川
事
務
所
の
ご
協

力
に
よ
り
、
轟
橋
周
辺
の
河
川
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
、
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ワ
イ

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技
は
山
間
部
で
開

催
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
こ
ろ
、
九

州
管
内
で
は
本
町
だ
け
が
市
街
地
に
近

い
会
場
と
な
り
ま
す
。

５
月
に
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
佐
賀
大
会

が
本
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
大
会
や
合
宿
な
ど
に
よ
る
交
流
人

口
増
や
地
域
経
済
の
向
上
に
努
め
ま

す
。特

別
会
計
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体
が
県
に
移

管
し
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
者
と

な
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営
と
効
率
的

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
税
率
は
、
被
保

険
者
の
皆
様
方
へ
の
説
明
を
行
っ
た
上

で
、
改
正
を
行
う
べ
き
と
考
え
据
え
置

く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
が
、本
年
度
、

被
保
険
者
の
皆
様
方
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
、
さ
ら
に
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
、
制
度
改
正
に
伴
い
策
定
さ
れ
た
鹿

児
島
県
保
険
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
平

成
31
年
度
か
ら
県
が
示
し
た
保
険
税
率

に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
状
を
見
ま
す
と
、
高
齢
化

の
進
展
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ

り
保
険
給
付
費
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
一
方
、
被
保
険
者
の
減
少
に
伴
う
保

険
税
の
減
収
、
制
度
改
正
に
伴
い
創
設

さ
れ
た
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
も
段

階
的
に
減
額
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

依
然
と
し
て
国
保
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
特
定

検
診
や
保
険
事
業
へ
の
積
極
的
参
加
を

促
し
な
が
ら
健
康
増
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
徴
収
対
策
の
強
化
や
口
座
振
替

の
推
進
な
ど
徴
収
率
向
上
対
策
を
推
進

し
、
事
業
の
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
が
進
む
な
か
、
高
齢
者
人
口
は
横

ば
い
で
あ
る
た
め
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
７
５
歳
を
迎
え
る
数

年
後
に
は
、
超
高
齢
化
社
会
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
介
護
給
付
費
等
は

増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き

続
き
介
護
予
防
事
業
、
認
知
症
対
策
な

ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
町
内
医
療
機

関
、
各
事
業
所
等
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
給
水
人
口

の
減
少
に
よ
り
使
用
量
や
給
水
収
益
が

年
々
減
少
す
る
な
か
、
多
く
の
施
設
が

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
配
水
管
等
の
更
新
を
含
め
、

健
全
な
水
道
事
業
の
運
営
と
安
全
で
安

心
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

行
政
全
般
に
つ
い
て

以
上
、
平
成
31
年
度
の
町
政
を
進
め

る
に
当
た
り
、
施
政
の
一
端
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
私

の
公
約
で
あ
り
ま
し
た
組
織
再
編
に
つ

い
て
は
、町
長
就
任
当
時
、21
課
で
あ
っ

た
組
織
を
、
昨
年
度
19
課
に
再
編
し
、

そ
し
て
31
年
度
は
、
15
課
に
再
編
い
た

し
ま
す
。

今
後
も
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
と
と
も

に
、
特
に
将
来
を
担
う
若
手
職
員
を

県
へ
研
修
派
遣
さ
せ
る
な
ど
、
職
員
の

資
質
向
上
に
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
第
２
次
総
合
計
画
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
基
本
と

し
、
全
職
員
と
一
丸
に
な
り
、
知
恵
を

絞
り
な
が
ら
、
町
政
発
展
の
た
め
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と
を
申
し

あ
げ
、
平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平成３１年度　一般会計当初予算

66億6,381万3千円
　平成３１年度の当初予算は，一般会計と国民健康保険事業特別会計ほか２特別会計を合わせると 97
億 2,360 万 8 千円となりました。また，企業会計である水道事業会計の予算は１５ページ『別表２』の
とおりです。

【一般会計の状況】
　一般会計は総額 66 億 6,381 万 3 千円で，昨年度に比べ２億 81 万 6 千円（比率で約 2.9％）の減額と
なりました。これは，平成 30 年度において下場土地区画整理事業や栗野庁舎改修事業など大型の建設
事業を計上していたことが主な要因です。
　歳出の主な増減の内容としては，町道や公営住宅等の改修等などを行う「土木費」が３億 2,914 万 8
千円（33.6％）の減，子育て支援などを行う「民生費」が 7,205 万 5 千円（4.3％）の減，国民体育大会
リハーサル大会等の実施により「教育費」が１億 3,594 万円（26.8％）の増となっています。その他歳
出の主な内容については１６～１７ページをご覧ください。
　一方，歳入については，「地方交付税」が普通交付税の減額見込みにより２億2,153万9千円（8.4％）の減，
町の借金である「町債」が 9,600 万円（14.6％）の減となっていますが，依存財源の割合は全体の 65.3％と，
依然として高い状況にあります。また，自主財源である「町税」は，企業の設備投資等に伴う固定資産
税の増額見込みにより，90,715 千円（9.6％）の増，基金からの取り崩しである「繰入金」が 1,398 万 9
千円（2.1％）の減となっています。
　公金横領に伴う元職員の弁償金は 67,350 千円を計上しています。

◎当初予算総額の推移（一般会計）

※用語解説
・自 主 財 源：町税や使用料などのように，町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源が多

いほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。
・依 存 財 源：地方交付税や国県支出金など，国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施策に

大きく影響を受けます。
・普通交付税：全国どこでも同じ行政サービスが受けられるよう，国が交付する財源。合併した本町は，特

例により合併以後10年間は旧２町分で算定した額を交付されていましたが，平成27年度か
ら31年度までの５年間で１町分の算定額へ段階的に減額されています。
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◎一般会計以外の各会計予算規模（別表２）

◎町民１人あたりの一般会計歳出予算額（別表１） ※（　）内は平成30年度

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）

区　　分 平成３１年度予算額 平成３０年度予算額 増減額 増減率

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億9,895万8千円 12億8,714万7千円 2億1,181万1千円 16.5％

介 護 保 険 事 業 14億1,502万3千円 14億613万7千円 888万6千円 0.6％

後期高齢者医療事業 1億4,581万4千円 1億4,777万5千円 ▲196万1千円 ▲1.3％

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 2億2,648万8千円 2億2,470万2千円 178万6千円 0.8％

支　出 2億1,188万6千円 2億1,045万4千円 143万2千円 0.7％

資本的
収　入 223万7千円 1,945万円 ▲1,721万3千円 ▲88.5％

支　出 1億368万5千円 1億1,310万7千円 ▲942万2千円 ▲8.3％

町 民 １ 人
あ た り の
歳 出 予 算 額

民 生 費 総 務 費 公 債 費 衛 生 費
高齢者の福祉増進や子育て
支援など

行政運営や地域振興，戸籍
事務など

これまでの施設整備などで
借りた借金の返済

健康増進やごみ，し尿の処
理など

716,462円
（722,288）

171,653円 98,762円 89,319円 86,170円
（175,568） （92,897） （85,886） （87,381）

平成31年3月31日現在
人口9,301人

土 木 費 教 育 費 農林水産業費 消 防 費 そ の 他
道路や都市計画，公営住宅
の管理など

学校，幼稚園の管理や生涯
学習の推進など

農業，林業，畜産業の振興な
ど 消防・救急業務など 議会運営，商工観光振興，災

害復旧など
70,003円 69,089円 45,743円 44,587円 41,136円
（103,140） （53,310） （43,715） （40,599） （39,792）

その他自主財源　 317,596（4.8％）
（内訳）　寄附金　 129,001（2.0％）
　　　　財産収入　74,510（1.1％）
　　　　繰越金　　67,352（1.0％）　ほか

その他　382,606（5.7％）
（内訳）
　　 商工費　　 202,535（3.0％）
　　 議会費　　　85,311（1.3％）
　　 諸支出金　　67,447（1.0％）
　　 災害復旧費　24,313（0.3％）
　　 予備費　　　  3,000（0.1％）

農林水産業費
425,451
（6.4％）

民生費
1,596,541
（24.0％）

公債費
830,756

（12.5％）

土木費
651,100
（9.8％）

総務費
918,589

（13.8％）

衛生費
801,471

（12.0％）

教育費
642,598
（9.6％）

消防費
414,701
（6.2％）

使用料及び手数料
136,339
（2.0％）

諸収入
170,080
（2.6％）

町税
1,035,302
（15.5％）

自主財源
34.7％

依存財源
65.3％

歳入歳出

繰入金
651,690
（9.8％）国庫支出金

605,287
（9.1％）

町債
560,700
（8.4％）

県支出金
527,794
（7.9％）

地方交付税
2,420,240
（36.3％）

その他依存財源　238,785（3.6％）
（内訳）　地方消費税交付金　　161,000（2.4％）
　　　　地方譲与税　　　　　  66,000（1.0％）ほか〔 〕

〔 〕〔 〕

単 位　：　千 円
（ 　）内は構成比
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美しいまち」に向けた平成 31 年度の主な事業の概要

●健康増進事業【健康増進課】
　各種がん検診や生活習慣
病予防のための健康教室等
を実施し，健康の保持・増
進を図ります。

●母子保健事業【健康増進課】
　妊産婦及び乳幼児の保健指導，健康診査，相談
事業を実施するほか，新たな施策として産後間も
ない方の健康診査費用に対する助成を行います。

●地域生活支援事業【長寿福祉課】
　障がいのある方が，快適な日常生活や社会生活
を送れるよう，相談支援や地域活動支援など，様々
な支援を行います。

●ファミリーサポートセンターの運営
　【健康増進課】
　ファミリーサポートセン
ターを設置し，子どもの一
時預かりや保育園等への送
迎など，子育て支援を図り
ます。

●子育て世帯児童支援事業【健康増進課】
　高校生の通学費や寮生活に対し助成を行い，子
育て世帯の負担軽減を図ります。

●高齢者訪問給食サービス事業【長寿福祉課】
　一人暮らしの高齢者等に食事を提供し，安否確
認を行うとともに，自立した生活の支援と在宅福
祉の推進を図ります。

●高齢者ふれあい活力事業【長寿福祉課】
　各地区での交流活動・福
祉推進活動に対し助成を行
い，ふれあいと活力に満ち
た地域社会の形成を図りま
す。

●要保護・準要保護世帯教育扶助【教育総務課】
　全ての児童・生徒が平
等に義務教育を受けられ
るよう，就学に必要な経
費を負担することが困難
な世帯に対し，学用品等
の支援を行います。

●学力向上検定料助成【教育総務課】
　英語検定及び漢字検定の受検料の助成を行い，
基礎学力の向上と子育て支援を図ります。

●各学校管理・教育振興事業【教育総務課】
　小中学校の適正な管理に努めるとともに，教材
備品や学校図書の更新を行い，学習環境の充実に
努めます。

●中央公民館整備事業【生涯学習課】
　栗野中央公民館大ホール
の 照 明 を LED に 改 修 し，
利便性の向上を図ります。

●公民館活動・生涯学習活動の支援
　【生涯学習課】
　両中央公民館における多彩な公民館学級の開設
や，各生涯学習団体等への支援を通して，生涯学
習のまちづくりを推進します。

●国民体育大会運営事業【総務課】
　2020 年に本町で開催される「国民体育大会 カ
ヌー競技」の開催に向けた取組みを行います。本
年度はリハーサル大会の実施とカヌー艇庫の整備
を行います。

●島津義弘公没後 400 年遺徳顕彰事業
　【企画財政課・生涯学習課】
　かつて松尾城を居城とし
た島津義弘公の没後 400 年
にあたり，ゆかりの「栗野
磨欲踊」の披露や遺徳顕彰
事業を実施します。

保健・福祉の増進教育・文化の振興
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「人と自然が織りなす芸術のまち 心豊かで伸びゆく
平成３１年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●産地づくり対策事業【産業振興課】
　硫黄山噴火による水稲作
付中止に伴い，代替作物へ
の転換を行う農家の機械導
入等に対する支援を行いま
す。

●新規就農者等担い手育成確保対策事業
　【産業振興課】
　農業の担い手を育成・確保するため，Ｕ・Ｉ・
Ｊターン等による新規就農者等に対する支援を行
います。

●６次産業化支援事業【産業振興課】
　農林産物等の高付加価値化により，農林業及び
関連産業の振興を図るため，加工品の開発，多様
な流通及び販路の開拓等の取組に係る経費の一部
を助成します。

●竹林整備促進支援事業【産業振興課】
　放置竹林の解消と竹林整
備の促進を図るため，竹林
の整備に必要な機材の貸し
出しと，伐採費用の助成を
行います。

●アーモンド推進事業【産業振興課】
　国産アーモンドの生産拡大を図るため，アーモ
ンドの苗木購入に対する助成を行います。

●定住促進事業【企画財政課】
　人口減少対策として，空家バンクに登録された
空家のリフォーム費用等に対する支援や，移住・
定住ガイドブック，地元企業等のガイドブックを
作成します。

●地域おこし対策事業
　【企画財政課・産業振興課・まちづくり推進課】
　地域おこし協力隊を活用
し，定住促進，観光振興や
まちづくりなど様々な視点
から地域の活性化を図りま
す。

●土地改良推進事業・農業農村整備事業【建設課】
　土地改良推進事業や県営中山間地域総合整備事
業等の各種事業により，農道の整備や水路の改修
など農業基盤の整備に努めます。

●町道維持補修事業・改良舗装事業【建設課】
　老朽化した町道の補修や
改良舗装，橋梁の補修を行
い，安全で利便性の高い道
路・交通体系の整備に努め
ます。

●下場土地区画整理事業【まちづくり推進課】
　継続事業である下場地区の区画整理を行い，良
好な市街地を形成して地域活性化を図ります。

●消防施設整備事業【総務課】
　消防水利の乏しい箇所に
耐震性貯水槽を設置し，消
防力の向上を図ります。

●防災行政無線の改修【総務課】
　防災行政無線を新システムへ移行するため，機
器等の更新を行います。
　

●交通対策事業・ＪＲ肥薩線利用促進強化事業
　【企画財政課】
　公共交通の利便性を図る
ため，ふるさとバスを運行
するとともに，デマンドタ
クシー導入の検討や，県際
バス，鉄道の利用促進に向
けた取組みを行います。ま
た，ＪＲ肥薩線の利用促進
を図るため，利用団体への
運賃や目的地までのバス借
上料に対する助成を行うほ
か，肥薩線全線開業 110 周
年記念事業を実施します。

産業・地域の振興社会基盤・生活環境の整備
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●
義
弘
公
の
腰
掛
石
・
箱
崎
八
幡
神
社

義
弘
公
は
、
飯
野
城
・
栗
野
松
尾
城
に
居
城
し
て
い
た
時
代
、
川
西
の

箱
崎
八
幡
神
社
を
深
く
崇
敬
し
、
10
月
25
日
の
祭
礼
に
は
毎
年
参
拝
さ

れ
流や
ぶ
さ鏑
馬め

な
ど
ご
覧
に
な
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
公
が
腰
を

休
め
ら
れ
た
と
い
う
腰
掛
石
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
天
正
２
年

（
１
５
７
４
）
甲
戌
10
月
18
日
忠
平
公
（
義
弘
公
の
こ
と
）
の
御み

よ代
、
当

所
地
頭
南な
ん
ご
う郷
治じ

ぶ部
少し
ょ
う

輔ふ

忠た
だ
ゆ
き行
、

座ざ

す主
光こ
う
し
ょ
う
い
ん

照
院
光
宗
（
三
代
住

持
）
の
代
、
御
再
興
の
棟
札
あ

り
」
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、

棟
札
は
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
義
弘
公
が
奉
納
さ
れ
た

「
真ま

幸さ
き

」
の
銘
が
入
っ
た
長
さ

２
尺
２
寸
１
分
（
約
66
㎝
）
の

太
刀
が
あ
り
ま
し
た
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
軍
に
徴
用
さ

れ
て
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奉
納

用
の
酒
を
入
れ
る
銚
子
一
対
は

現
存
し
て
い
ま
す
。

●
光
照
院
跡
・
箱
崎
八
幡
奥

拝
殿
右
手
斜
め
前
方
の
林
の
中
に
、
歴
代
住
持
の
供
養
塔
や
無
銘
の
石

塔
お
よ
そ
25
基
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
５

月
31
日
に
、
本
県
文
化
財
保
護
に
権
威
の
あ
る
新
東
晃
一
先
生
の
指
導
の

下
に
光
照
院
跡
を
探
索
す
る
会
を
立
ち
上
げ
、
墓
石
群
を
中
心
に
藪
払
い
・

倒
木
や
落
葉
な
ど
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
字
の
刻
ま
れ

て
い
る
石
塔
が
５
基
・
土
塁
な

ど
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

竹
林
の
中
に
、
光
照
院
に
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
石
垣
ら
し
き
も
の
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
資
料
に
、
般
若

寺
と
同
じ
く
性
し
ょ
う
く
う空
上し
ょ
う
に
ん
人
の
開
基

と
言
い
伝
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～湧水町の地域資源の素晴らしさについて～
　みなさんこんにちは！湧水町地域おこし協力隊の福重智寛です！
　今回は，湧水町の地域資源の素晴らしさについてお話したいと思います。
　私自身，今までに巡った観光地の中でも，特に印象深かった思い出に残る観光地があります。そ
れは，
　　①　神奈川県箱根町にある活発な噴気地帯『大涌谷』
　　②　山梨県の南東部に位置する忍野村にある，日本名水百選にも選ばれた『忍野八海』
　　③　兵庫県朝来市和田山町にある竹田城跡から見ることのできる雲海『天空の城』
　この３つのどこの観光地も大型バスが何台も行き交い，外国人や人混みで溢れていて，その賑わ
いぶりには圧倒されたのを今でも覚えています。それも連日だそうです。

　もう，皆さんもお気づきかと思いますが・・・
　規模や立地条件などを考慮せずにこのポテンシャルを全て兼ね備えた町・・・
　日本で『湧水町だけ』だと思いませんか！？

　一度，地元湧水町を離れ，東京で暮らしてみて思った事ですが，湧水町は物凄い観光素材が豊富
に存在する町なんだと気づかされた事です。
　たとえば，『九州一の噴気孔・八幡大地獄』，『日本名水百選の名水丸池』，『魚野の雲海』，
『屋外美術館霧島アートの森』，『九州では阿蘇に次ぐ規模を誇る沢原高原』などです。
　これらの観光地を1日で巡れるコンパクトさは最大のメリットだと思います。
　私自身，初めて湧水町を訪れる友人知人を案内するときは，上記のスポットを巡るようにしてい
ます。そして必ず『絶景に感動した』『来てよかった』などと喜んでくれます。

　湧水町は 『天国(雲海)と地獄(八幡台地獄)が1日で体験できる町なんだよ～』

　　　　 『地獄で乾いた喉を名水百選丸池の水で潤しましょうか～』

などと，ユーモア交えながら観光案内しています。
　皆さんも，初めて湧水町に訪れるお客様をもてなすときに，このフレーズを使って，観光案内し
てみてはいかがでしょうか！？

地域おこし協力隊活動報告
隊員の福重智寛

『栗野岳八幡大地獄』 『日本名水百選の名水丸池』 『魚野の雲海』
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＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊
日本の「お土産」は，アメリカのとはだいぶ違います。日本では，箱に入っているお菓子が定番ですが，

アメリカにはそのようなお土産がありません。なぜならば，アメリカ人は，家族や友達に個々のプレゼ
ントをあげるのが一般的です。つまり，A さんに合わせたお土産，B さんに合わせたお土産など，一つ
ずつ買います。

私もアメリカへ帰国する時には，購入リストを作ってお土産を考えます。昨年は，観光協会で販売し
ている町内カフェのグラウンドコーヒーを母親にあげると喜んでくれました。また姉には，日本のフェ
イスパックと抹茶をプレゼントしました。

このように家族などにはプレゼントしますが，アメリカでは，仕事を休んで旅行をしたときや，出張
に行ったときなど職場へお土産を買うという考えはあまりありません。現に，アメリカのお土産売り場
には大勢の人に配れるようなお菓子というものが少ないです。職場にお土産を買うという行為は，日本
人特有の「気遣い」が現れているのだと思います。

写真は母親がお土産として買ってきてくれたキーホルダーです。場所の名前はアメリカ・ケンタッキー
州にある都市「ルゥーイヴィル」です。アメリカでは，先にも言っ
たようにお土産を買うときは，キーホルダー，T シャツ，マグカッ
プなど一つの小物を買うのが普通です。お菓子や食べ物も売って
いますが，各地域の目立った特産物はありません。もし，食べ物
のお土産を選ぶのであれば，ソース，ジャム，メープルシロップ
などが人気があります。ちなみにニューヨークの一番有名なお土
産は多分「I ♥ NY」がプリントされている T シャツです。

皆さんはどんなお土産をあげますか？今回は以上になります。

皆さん，こんにちは！ 4 月がやってきました。日本では，4 月 1 日を新たな始まりとしていて未来を
楽しみにしているように感じられます。しかし海外では，4 月 1 日は 1 つのことだけを意味します。そ
れは April Fools ！（エイプリルフール）です。

エイプリルフールの正確な起源は不明ですが，海外の多くの人々は友人や家族にいたずらや冗談を
言ってそれを祝います。無害なエイプリルフールのいたずらの良い例は，風船でオフィスか部屋を埋
める，付箋紙で机を覆う，またはゼラチンを使ってジュースに見せたりすることです。

いたずらが終わったら，いたずらをされた人に「April Fools!」と言うのが伝統です。エイプリルフー
ルのいたずらは 4 月 1 日に行われますが，4 月中旬でも，エイプリルフールのジョークやいたずらをす
ることがあります。

エイプリルフールの最も重要な要素は，みんなが楽しい時間を過ごすことです。エイプリルフール
のいたずらや冗談の目的は，面白くてみんなを笑わせる
ことです。したがって，エイプリルフールに意地悪な気
分になったり悪意のある冗談をしたりすることはありま
せん。

最後に，湧水町が今月もう一人の ALT を歓迎すると
いうことを聞いて，私は非常に興奮しています。それは，
私の双子の兄弟ジェイソン！右の写真は二人の写真で
す。私は彼が湧水町で素晴らしい時間を過ごすと確信し
ています。そして彼に代わって，「これからよろしくお願
いします！」

大事なことを言い忘れましたが，「April Fools!」
では，良い 4 月を！

第６回M
ar

ch Newsletter

Jesseとのスペシャルなエピソード

左は私で，右が弟です

「海外でのエイプリルフール」
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開館時間：午前１０時～午後６時（ただし毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間（９/ ９～９／１９）
問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

くりの図書館に行こう！
開館記念！！

くりの図書館は４月で１９周年になりました
くりの図書館には小説のほかにも、料理の本

や趣味に役立つ本がたくさんあります。雑誌や
視聴覚資料もあり，ちょっとした待ち時間に
雑誌を読んだり DVD を視聴することも出来ま
す。調べもののお手伝いが必要な際にはお気軽
にお声かけください。

４月２７日から５月６日のGW中は，
４月２９日と５月３日，４日，6日が
休館となります。

GW中のお休みについて

開館当時のくりの図書館

現在のくりの図書館

蔵書数も１２万点ほどに増えました！！

平成１２年４月１４日
開館！

こどもの日は図書館へ！

こどもの読書週間

おはなし会を行います
今年の標語
ドは読書のド♪

　おはなし会の後は，カブトの折り紙も作ります。ぜひ
お友だちも誘って遊びに来てください。

日時 ５月５日（日）14:00 ～
場所 図書館 おはなしコーナー
季節の絵本や紙しばいをみんなで楽しみましょう。

　子どもたちにもっと本を，もっと本を読む場所を
との願いから，「こどもの読書週間」は１９５９年（昭
和３４年）に誕生しました。
　幼少のときから書物に親しみ，読書の喜びや楽し
みを知り，ものごとを正しく判断する力をつけてお
くことが，子どもたちにとってどんなに大切なこと
か…。
　子どもに読書を勧めるだけでなく，大人にとって
も子どもの読書の大切さを考えるとき，それが「こ
どもの読書週間」です。

（読書推進運動協議会ＨＰより抜粋）

上場小学校のみんながやってきた♪
　３月８日(金)に上場小学校の児
童２１名が，お別れ遠足で来館さ
れました。
　図書館職員によるおはなし会や
「どうぶつ当て」のしかけ絵本の
読み聞かせに元気に参加していた
だきました。また，児童それぞれ
好きな本を借りるなどし，楽しい
時間を過ごされていました。

４月２３日～５月１２日

４月は読書に親しむ月
4 月　2 日　国際子どもの本の日
　　　　　（アンデルセンの誕生日）

4 月 23 日  子ども読書の日
4 月 30 日  図書館記念日
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国
保
だ
よ
り

平成３１年度から国民健康保険税の税率等が変わります！
　これまで，市町村単位で行っていた国民健康保険の運営が，鹿児島県との共同運営とな
り，財政運営の責任主体が，鹿児島県となっています。新たに導入された国保事業費納付
金制度 ( 市町村が鹿児島県に納付）において，その納付金を支払うための保険税収入を確
保するため税率改正を行うものです。
　湧水町国民健康保険では，国民健康保険税や交付金等からなる国民健康保険特別会計だ
けでは財源を確保できず，町民税などからなる一般会計より赤字分の補てんをしています。
これは，見方を変えると国民健康保険に直接関係のない町民の方々にも負担していただい
ていることになります。
　このようなことから，国民健康保険財政の健全で安定した運営を図るため，鹿児島県国
民健康保険運営方針に基づき平成３１年度から保険税率等の改正を行うことになりました。
　国民健康保険財政の厳しい状況をご理解いただき，加入者の皆さんが安心して医療を受けられるよう，
ご協力をお願いいたします。また，町で実施します特定健診の受診もお願いいたします。　

　国民健康保険税は，加入者１人ひとりの前年所得に応じて計算され，世帯で合算して，世帯主（納
税義務者）に賦課されます。主に加入者の方が病気やケガをした際の医療費に充てられます。

●医療分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。
区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の 　　７．３％ ７．５%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の ３４％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり １９，６００円 ３０，６００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ２０，０００円 ２１，３００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ５８万円 ６１万円
●後期高齢者支援金等分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の 　２．２％ ２．６%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の １０％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり ５，９００円 １０，５００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ６，１００円 ７，４００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 １９万円 １９万円
●介護分　①～③の合計で，４０歳から６５歳未満の国保加入者に課税されます。

区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の １．４％ ２．２%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の ５．５％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり ６，６００円 １１，６００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ４，９００円 ５，７００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 　　１６万円 １６万円
※記載されている金額は，全て１年間の保険税額（年税額）です。
　年度途中での加入や脱退の場合は月割で調整されます。

〔 　 　 〕

問合せ先 栗野庁舎　住民税務課　℡　７４－３１１１（内線２１４１）
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問合せ先 湧水町教育委員会　教育総務課　℡　７５－２１４２（内線３２０６）

就学援助制度のお知らせ

１　援助を受けることができる方
　就学援助費は，湧水町に住所があり，町内の小中学校に在学する児童生徒の保護者のうち，次のい
ずれかに該当する方

　　⑴　生活保護受給世帯
　　⑵　生活保護が停止または廃止となった世帯
　　⑶　町民税非課税世帯
　　⑷　児童扶養手当受給世帯で町民税所得割非課税世帯

２　援助の種類と支給額（年額）
区　　　分 内　　　容 小　学　校 中　学　校

学用品費 体操服・文房具等 11,420円 22,320円

通学用品費（２学年以上） 傘・雨具等 2,230円 2,230円

新入学児童生徒学用品費
（１学年対象）

新入学児童生徒が通常必要とする学
用品及び通学用品 　40,600円 47,400円

校外活動費
（宿泊を伴わない）

校外活動に要した経費 1,570円 2,270円

修学旅行費 修学旅行に要した経費　※上限額あり 実費の２分の1 実費の２分の1

学校給食費 認定日以降の給食費 実費の10分の8 実費の10分の8

医療費
（教育委員会が発行する医療券
で支払います。）

学校保健法で規定する特定の疾病
(う歯・中耳炎等) 実　費 実　費

※途中申請の場合は，認定になってからの支給となりますので月割額での支給や該当にならない場合
もあります。

※生活保護を受けている方は，修学旅行費，医療費のみの支給となり，その他の費目は生活保護費か
ら支給されます。なお，申請の手続き等の必要はありません。

３　申請手続き
　申請書は４月に各小中学校より各家庭へ配布されますのでご確認ください。なお，家庭状況の変化
などの理由により年度途中でも申請ができます。

４　その他
　小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対して，世帯の所得に応じて学用品費や学
校給食費などの「特別支援教育就学奨励費」の支給を行っています。なお，申請手続きについては教
育委員会教育総務課より別途お知らせいたします。
※　就学援助と特別支援教育就学奨励費は就学援助が優先されます。

　湧水町では，町内の小中学校に在学する児童生徒の保護者に対して，必要な就学援助（学用品
費や給食費等）を行う制度を設けています。
　援助を受けるためには毎年度申請を行い，教育委員会の認定を受ける必要がありますので以下
の説明をご覧いただき，手続きを行ってください。
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※
敬
称
略

■
栗
野
小
学
校

　

教　
　

諭　

宮
田　

健
一　

（
針
持
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

内
村　

美
帆　

（
富
隈
小
学
校
）

■
轟
小
学
校

　

教　
　

頭　

蔀　

久
恵　
　

（
伊
唐
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

矢
城　

輝
臣　

（
国
分
西
小
学
校
）　

　

教　
　

諭　

川
田
代　

安
子
（
三
体
小
学
校
）

■
幸
田
小
学
校

　

教　
　

諭　

植
村　

理
子　

（
大
根
占
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

日
髙　

如
美　

（
針
持
小
学
校
）

　

養
護
教
諭　

大
王　

洋
子　

（
牧
園
小
学
校
）

■
上
場
小
学
校

　

教　
　

諭　

山
口　

あ
き
子
（
幸
田
小
学
校
）

■
吉
松
小
学
校

　

校　
　

長　

川
原　

浩
亀　

（
田
中
小
学
校
）

　

教　
　

諭　

宮
原　

裕
典　

（
吉
松
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

池
田　

拓
身　

（
新
規
採
用
）

■
栗
野
中
学
校

　

教　
　

諭　

山
里　

陽
子　

（
岳
南
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

八
重
尾　

真
代
（
吉
野
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

山
本　

幸
平　

（
新
規
採
用
）

　

教　
　

諭　

渡
邉　

博
文　

（
東
谷
山
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

黒
木　

憲
子　

（
日
当
山
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

青
栁　

美
希　

（
新
規
臨
時
採
用
）

■
吉
松
中
学
校

　

校　
　

長　

冨
吉　

等　
　

（
岸
良
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

浦　

久
美　
　

（
国
分
中
学
校
）

　

教　
　

諭　

堀
ノ
内　

昭
二
（
国
分
中
学
校
）

　

講　
　

師　

髙
吉　

健
至　

（
塚
脇
小
学
校
）

■
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

主
幹
兼
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　

田
代　

宗
輔　

（
田
上
小
学
校
）

ようこそ　湧水町へ！
よろしくお願いします。

平成３１年４月１日付けで町内の小・中学校に配属された教職員の方々を紹介します。
（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される期限付職員等は除いてあります。）

　

３
月
14
日
（
木
）
に
町
自
衛
隊
家

族
会
と
町
自
衛
隊
協
力
会
の
主
催
に

よ
る
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が
吉
松

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
町
か
ら
二
名
合
格
し
、

幸
田
地
区
の
竹た

け
し
た下
義よ
し
と人
さ
ん
が
陸
上

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
に
入
隊
さ
れ
、

中
津
川
地
区
の
高た

か
は
し橋
大だ
い
さ
く作
さ
ん
が
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
入
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
橋
大
作
さ
ん
は
３
月
25
日
に
合

格
発
表
さ
れ
た
た
め
、
壮
行
会
に
は

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
竹
下

義
人
さ
ん
が
壮
行
会
で
「
私
も
自
衛

隊
に
入
り
、
国
や
地
域
の
た
め
に
汗

を
流
し
、
喜
ば
れ
る
よ
う
な
仕
事
が

し
た
い
。」
と
、
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
お
二
人
は
、
厳
し
い
訓

練
・
就
学
期
間
を
経
て
、
自
衛
官
と

し
て
の
資
質
を
培
っ
て
い
か
れ
ま
す
。

　

日
本
の
防
衛
を
担
う
一
員
と
し
て
、

先
輩
方
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
仲
間

と
共
に
助
け
合
い
、
一
人
前
の
自
衛
官

に
な
れ
る
よ
う
自
己
研
鑽
に
努
め
て
、

将
来
、
国
防
及
び
国
際
平
和
の
た
め
、

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

▲壮行会集合写真（中央：竹下義人さん）▲高橋大作さん



職
員
異
動
表

【
退
職
】
平
成
31
年
3
月
31
日
付

川
原　

義
昭
（
地
域
総
務
課
）

雪
松　

和
幸
（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

【
異
動
】
平
成
31
年
4
月
１
日
付

【
総
務
課
】

総
務
課
参
事

　
　
　
　

福
吉　

康
祐 

　

（
企
画
課
）

総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

　
　
　
　

髙
城　

章　
　
　

（
総
務
課
）

主
幹
兼
住
宅
係
長

　
　
　
　

宮
田　

宏
紀
（
保
健
衛
生
課
）

行
政
係
長
併
文
書
広
報
係
長

　
　
　
　

廣
瀬　

孝
尚　
　

（
総
務
課
）

主
査　
　

牧
野　

真
人　
　

（
総
務
課
）

主
査
（
鹿
児
島
県
総
務
部
市
町
村
課
派

遣
）　
　
　
　
　

　
　
　
　

園
田　

剛
正　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

吉
田　

和
希
（
商
工
観
光
課
）

主
任　
　

中
村　

弥
生　
　

（
総
務
課
）

主
事　
　

徳
永　

博
元　
　

（
農
林
課
）

【
企
画
財
政
課
】

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　

藤
垣　

勇
治　
　

（
財
政
課
）

企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　

宮
園　

俊
二
郎　

（
財
政
課
）

企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　

宮
田　

慎
二　
　

（
企
画
課
）

財
政
係
長　

大
山　

長
祐　

（
財
政
課
）

電
算
管
財
係
長
兼
総
務
課

　
　
　
　

深
草　

誠
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

企
画
係
長　

菱
刈　

直
樹　

（
企
画
課
）

主
査　
　

本
田　

瞳　
　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

宇
都　

征
史
郎　

（
財
政
課
）

主
任　
　

東
中
尾　

妃
呂
絵

（
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
）

【
住
民
税
務
課
】

住
民
税
務
課
長

　
　
　
　

橋
口　

博
己　
　

（
税
務
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長

　
　
　
　

竹
嵜　

博
輝　
　

（
税
務
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐

　
　
　
　

竹
中　

良
一
（
保
健
衛
生
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐

（
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
派
遣
）

　
　
　
　

前
田　

一
志
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
管
理
収
納
係
長

　
　
　
　

迫
間　

裕
二　
　

（
税
務
課
）

主
幹
兼
戸
籍
係
長

　
　
　
　

新
屋　

英
樹　
　

（
住
民
課
）

主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長

　
　
　
　

久
木
元　

茂
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
総
務
課
）

主
幹
兼
住
民
税
務
係
長

　
　
　
　

川
野　

朝
美

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

国
保
住
民
税
係
長

　
　
　
　

亀
田　

明
子　
　

（
税
務
課
）

年
金
係
長

　
　
　
　

上
村　

真
美
子　

（
住
民
課
）

主
幹　
　

野
元　

直
子

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
査　
　

野
本　

正
仁　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

竹
ノ
上　

篤
史　

（
税
務
課
）

主
事
補　

金
丸　

裕
宇　
　

（
住
民
課
）

主
事
補　

藤
井　

李
奈　
　

（
税
務
課
）

【
長
寿
福
祉
課
】

長
寿
福
祉
課
長

　
　
　
　

三
堂　

誠
一
郎
（
商
工
観
光
課
）

長
寿
福
祉
課
参
事

　
　
　
　

宮
田　

幸
雄　
　

（
会
計
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長

　
　
　
　

田
底　

一
昭　
　

（
福
祉
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　

岩
下　

陽
一　
　

（
福
祉
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
兼
包
括
支
援
係
長

　
　
　
　

境
田　

光
明

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
吉
松
分
室
長
兼
長
寿
福
祉
係
長

　
　
　
　

東　

勝
敏　

（
地
域
総
務
課
）

主
幹
兼
障
害
者
福
祉
係
長

　
　
　
　

富
田　

光
江
（
地
域
総
務
課
）

介
護
保
険
係
長

　
　
　
　

坂
口　

愛
子　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

髙
木　

尚
佳　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

田
上　

い
づ
み　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

竹
ノ
上　

千
賀
子
（
福
祉
課
）

主
査　
　

木
場　

直
美　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

野
口　

真
由
美（
地
域
総
務
課
）

主
任　
　

磨
井　

康
博
（
地
域
総
務
課
）

主
任　
　

永
野　

友
紀　
　

（
福
祉
課
）

【
健
康
増
進
課
】

健
康
増
進
課
長

　
　
　
　

中
山　

義
幸
（
保
健
衛
生
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
総
合
交
流
施
設
長

　
　
　
　

寺
師　

弘
祐
（
地
域
総
務
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
や
か
推
進
室
長

兼
健
や
か
推
進
係
長

　
　
　
　

堀
之
内　

く
る
み
（
福
祉
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐

　
　
　
　

田
底　

博
之　
　

（
住
民
課
）

主
幹
兼
母
子
保
健
係
長

　
　
　
　

藤
崎　

上
子
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
健
康
保
険
係
長

　
　
　
　

本
村　

初
美
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
子
育
て
支
援
係
長

　
　
　
　

桐
野　

博
文　
　

（
福
祉
課
）

主
幹　
　

竹
中　

の
ぶ
よ　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

野
々
下　

理
香
（
保
健
衛
生
課
）

主
査　
　

田
底　

福
代
（
保
健
衛
生
課
）

主
査　
　

深
瀬　

奈
理
子　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

亀
澤　

大
樹
（
保
健
衛
生
課
）

主
任　
　

肱
岡　

直
樹　
　

（
住
民
課
）

【
産
業
振
興
課
】

産
業
振
興
課
長

　
　
　
　

濵
﨑　

浩
臣　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

　
　
　
　

福
寿　

裕
臣
（
商
工
観
光
課
）

広報 ゆうすい　26



産
業
振
興
課
長
補
佐

　
　
　
　

寺
園　

浩
二　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
林
産
振
興
係
長

　
　
　
　

亀
澤　

武
志　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長

　
　
　
　

二
渡　

義
郎

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

監
理
官　

藤
垣　

喜
広　
　

（
企
画
課
）

主
幹
兼
産
業
振
興
係
長

　
　
　
　

勝
元　

政
人

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

ア
ー
ト
の
森
係
長

　
　
　
　

植
林　

能
央
（
商
工
観
光
課
）

農
政
係
長

　
　
　
　

永
山　

智
彦　
　

（
農
林
課
）

農
村
振
興
係
長

　
　
　
　

荒
川　

恵

　
　
　
　
　
　

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

主
査　
　

田
原　

芳
人　
　

（
農
林
課
）

主
査　
　

橋
元　

大
作　
　

（
総
務
課
）

主
事　
　

赤
坂　

卓
馬
（
商
工
観
光
課
）

主
事
補　

庄
屋　

佑
大
（
保
健
衛
生
課
）

主
事
補　

上
新
原　

玲
旺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
）

【
地
域
総
務
課
】

吉
松
支
所
長
兼
地
域
総
務
課
長

　
　
　
　

中
原　

竜
二　
　

（
住
民
課
）

地
域
総
務
係
長
兼
住
民
福
祉
課
吉
松
庁
舎

駐
在
兼
健
康
増
進
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
会

計
課
吉
松
庁
舎
駐
在

　
　
　
　

富
安　

勝
治
（
地
域
総
務
課
）

主
事
兼
住
民
税
務
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
健

康
増
進
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
会
計
課
吉
松

庁
舎
駐
在

　
　
　
　

牧
野
田　

大
騎
（
地
域
総
務
課
）

【
建
設
課
】

建
設
課
長
補
佐

　
　
　
　

深
野　

慎
二

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

治
山
林
道
係
長
兼
道
路
維
持
係
長
兼
産
業

振
興
課

　
　
　
　

徳
永　

徹
郎　
　

（
農
林
課
）

庶
務
登
記
係
長

　
　
　
　

赤
坂　

保
紀　
　

（
建
設
課
）

公
共
土
木
係
長

　
　
　
　

山
﨑　

英
俊　
　

（
建
設
課
）

農
村
整
備
係
長

　
　
　
　

西
元　

弾　
　
　

（
住
民
課
）

主
任　
　

宗
方　

宏
明

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
吉
松
駅
周

辺
開
発
室
長
兼
工
務
補
償
係
長

　
　
　
　

森
山　

誠　
　
　

（
建
設
課
）

【
会
計
課
】

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　

大
薄　

慎
一　
　

（
福
祉
課
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

管
理
調
整
係
長

　
　
　
　

川
口　

真
一　
　

（
福
祉
課
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
　
　
　

新
屋　

英
樹

【
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
】

書
記　
　

若
松　

紀
恵　
　

（
企
画
課
）

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

教
育
総
務
課
長

　
　
　
　

竹
中　

浩

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

教
育
総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　

水
窪　

幸
樹　
　

（
総
務
課
）

主
幹
兼
教
育
総
務
係
長

　
　
　
　

亀
田　

尚
宏

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
教
育
施
設
係
長

　
　
　
　

山
口　

博
仁

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

学
校
教
育
係
長

　
　
　
　

鶴
永　

哲
也
（
地
域
総
務
課
）

学
校
給
食
係
長

　
　
　
　

岩
下　

浩
也

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
指
導
主
事

　
　
　
　

田
代　

宗
輔

　
　
　
　

（
鹿
児
島
市
立
田
上
小
学
校
）

主
幹　
　

水
元　

ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
吉
松
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　

佐
土
原　

ミ
カ

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
任　
　

山
門　

芳
貴　
　

（
農
林
課
）

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

生
涯
学
習
課
長
兼
く
り
の
図
書
館
長

　
　
　
　

田
底　

敏
郎

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
奉
仕
係
長

　
　
　
　

川
島　

洋
隆

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

主
査　
　

立
野　

梨
絵
（
保
健
衛
生
課
）

主
任　
　

松
下　

あ
ゆ
み

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

主
事　
　

園
田　

晃
之
介

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

【
再
任
用
】

【
産
業
振
興
課
】

主
任　
　

川
原　

義
昭

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

主
任　
　

比
良　

政
志

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

吉
松
幼
稚
園
副
園
長

　
　
　
　

田
中　

律
子

【
新
規
採
用
】

産
業
振
興
課　

主
査　
　

重
田　

隆
治

長
寿
福
祉
課　

主
任　
　

石
坂　

亮
介

住
民
税
務
課　

主
事
補　

加
藤　

歩
夢

産
業
振
興
課　

主
事
補　

森
田　

あ
か
り

産
業
振
興
課　

主
事
補　

池
田　

弦
士
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買 い 物 は 町 内 の お 店 で

路傍の花　「大紫羅欄花」
オオアラセイトウ（老竹地区）

交通ルールを守りましょう
横川警察署管内の
死亡事故０

ゼロ
は

4月 10日現在　1,772 日です。

まちのひろば
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
】

　
　

小
坂　

哲
夫
さ
ん　
（
四
ッ
枝
後
）

　

文
化
財
保
護
に
対
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
財
の
保
護
と

活
用
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【問合せ先】　栗野庁舎　総務課　文書広報係　
☎ 74-3111（内線 2212）　  somu@town.yusui.kagoshima.jp

このひろばでは，町内の取り上げてほしい記事，写真等，広報紙の感想，町民の皆さまの多くの募集を
お待ちしております。必要事項を記入の上，以下のメールアドレスへご応募ください。
　●住所，お名前，連絡先　　●情報の概要や投稿した写真の説明等

わげぇのむぜこ

鹿児島県の最低賃金
使用者も，労働者も，必ず確認，最低賃金！

時間額：761円（平成30年10月～適用中）

適用範囲：鹿児島県内のすべての労働者及び使用者に
　　　　　適用されます。

　 【問合せ先】
最低賃金テレフォンサービス　℡ 099-223-8881

山
やました

下愛
いと

叶
は

ちゃん〔中郡前〕
父 雄大さん・母 愛菜さん

（両親から）これからたくさん愛情を
注ぐので覚悟しててね（笑）

内
う ち ぼ り

堀心
こ こ

葉
は

ちゃん〔新替団地〕
父 佑哉さん・母 さくらさん

（両親から）元気にすくすく育って
ね！目指すは世界チャンピオン笑

永
ながよし

吉花
は

菜
な

ちゃん〔新替団地〕
父 優太さん・母 香さん

（両親から）生まれてきてくれてあり
がとう。元気にすくすく育ってね。
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5 月３日（金）
　春田医院　　　　　　76-0053
５月４日（土）
　伊東内科クリニック　72-9088
　タイガー薬局　　　　64-6700
５月５日（日）及び６日（月）
　林内科医院　　　　　75-2047
　ピアノ薬局　　　　　75-4526

5 月 12 日（日）
　大庭医院　　　　　　76-1984
　寺脇薬局　　　　　　76-2008
５月 19 日（日）
　田代医院　　　　　　74-2075
　アクア薬局　　　　　74-1078
５月 26 日（日）
　林内科　　　　　　　72-1818
　サン調剤薬局　　　　72-1800

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。

日曜・祝日在宅医（薬局）（５月）

３
月
２
日
（
土
）

・
く
り
の
郷
大
正
琴
合
同
演
奏

会
３
月
２
日
（
土
）
～
４
日
（
月
）

・
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

３
月
５
日
（
火
）

・
町
吉
松
土
地
改
良
区
総
代
会

・
栗
野
中
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
部
全

国
大
会
出
場
報
告
会

３
月
７
日
（
木
）

・定
例
議
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
月
８
日
（
金
）

・定
例
議
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
町
内
医
師
会
と
の
打
合
せ
会

３
月
10
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
決
算
総
会

３
月
11
日
（
月
）

・
町
栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

３
月
12
日
（
火
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

・
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

３
月
13
日
（
水
）

・
吉
松
中
学
校
卒
業
式

・
川
内
川
河
川
事
務
所
と
の
意

見
交
換
会

３
月
14
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
業
務
隊
長
来

庁
対
応

・
自
衛
隊
入
隊
壮
行
会

３
月
15
日
（
金
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
区
長
会

・
区
長
会
交
流
会

３
月
18
日
（
月
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
災
害
協
定
調

印
式

３
月
19
日
（
火
）

・
定
例
議
会
最
終
本
会
議

３
月
20
日
（
水
）

・
吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・
国
体
町
常
任
委
員
会

３
月
22
日
（
金
）

・
幸
田
小
学
校
卒
業
式

・
県
文
化
振
興
財
団
理
事
会

・
町
消
防
団
幹
部
会

３
月
23
日
（
土
）

・
心
光
保
育
園
卒
園
式

・
北
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
竣
工
式

３
月
24
日
（
日
）

・
長
谷
長
寿
会
決
算
総
会

・
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

通
常
総
会

３
月
25
日
（
月
）

・
町
春
季
畜
産
共
進
会

・
西
下
場
地
区
楽
老
ク
ラ
ブ
総
会

・
町
林
業
振
興
協
議
会

・
農
業
農
村
整
備
推
進
協
議
会

総
会

３
月
26
日
（
火
）

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

３
月
27
日
（
水
）

・
町
空
家
等
対
策
協
議
会

・
町
地
域
公
共
交
通
会
議

・
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議

会
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会

定
例
総
会

３
月
30
日
（
土
）

・
老
竹
地
区
定
期
総
会

町
長
動
静
　
　
　(

３
月
１
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
（
保
護
者
）　　

 （
自
治
会
）

山や
ま
し
た下　

愛い
と

叶は　
　
　

雄
大　
　
　

中
郡
前

中ち
ゅ
う
ま
ん
馬　

妃ひ
よ
り咲　
　
　

誠　
　
　
　

支
区
外

後ご
あ
ん庵　

改か
い　
　
　
　

賢
二　
　
　

支
区
外

春は
る
ぞ
の園　

莉り

あ愛　
　
　

達
也　
　
　

松
本　
　
　

加か

じ

き
治
木　

心こ
は
る陽　
　

稔
昌　
　
　

町
（
平
成
31
年
3
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

大
迫
の
川
﨑
直
子
さ
ん
か
ら

（
野
下
幸
男
さ
ん
死
去
）

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

野
下　

幸
男　
　
　
　
　

75　
　
　
　

大
迫

榎　
　

ア
サ
子　
　
　
　

95　
　
　
　

二
渡

平
原　

隆　
　
　
　
　
　

89　
　
　
　

停
一

中
水　

正
美　
　
　
　
　

85　
　
　
　

竹
中

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,301人（ー 72人, ー 203人）

  男      4,342人（ー 40人, ー  86人）

  女      4,959人（ー 32人, ー 117人）

世帯数  4,797戸（ ±  0戸, ー 29戸）

　転入　　 52人
　転出　  124人
　出生　　   6人
　死亡　　   6人

平成31年３月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８−４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



日 月 火 水 木 金 土
4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 4/20

開館記念おは
なし会
(10:30 ～ )
おはなしコーナー
開館１９周年記
念イベント

休館日
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）

心配ごと相談
（9：00 ～ 12：00）
分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

分別収集
（川西地区）

4/21 4/22 4/23 4/24 4/25 4/26 4/27
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）

分別収集日
（上場・老竹・長谷・
東中下場・西下場地
区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

休館日
（館内整理日）

心も体も元気教室
元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

分別収集日
（川東地区）

分別収集日
（川西地区）

4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4
休館日 分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

休館日
分別収集日

（川西地区）

休館日

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
こどもの日おは
なし会

（14：00 ～）
おはなしコーナー

休館日 母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

母子相談
（受付時間

14:00 ～ 14:15）

心も体も元気教室
元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

分別収集日
（川東地区）

5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17 5/18
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
定例教育委員会

（吉松庁舎）
※ 傍聴可

（一部非公開）

分別収集日
（上場・老竹・長谷・
東中下場・西下場
地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

分別収集日
（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…資源ごみ …粗大ごみ

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，

祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時〜午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町民ホール
公民館学級活動作品展 2 部・防火ポスター 4月3日（水）〜 4月15日（月）
公民館学級活動紹介パネル展 4月17日（水）〜 5月8日（水）

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保 栗保

栗保

栗保

栗保

吉保

吉保

資源ゴミ

資源ゴミ資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

粗大ゴミ

粗大ゴミ

粗大ゴミ


